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21世紀に向って

理監理J

わ一つよし報広

本
町
で
は
、
や
が
て
来
る
二
十
一
世

紀
の
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
基
盤

づ
く
り
。
ま
た
、
町
民
こ
そ
町
政
の
主

人
公
と
い
う
理
念
の
も
と
に
町
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民
と
町

政
が
常
に
一
体
感
を
も
つ
な
か
で
町
民

本
意
の
町
政
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と

住
民
の
要
求
等
に
答
え
る
た
め
に
、
新

し
い
役
場
機
構
体
制
で
十
二
月
一
日
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
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住
み
よ
い
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
企

フ

ロ

ア

¥農業委員会、地積、土地台帳な
〈農地係〉 と

農工商、観光、水資源、 労政、
〈産業係〉

土地改良など

経済課

国民健康 国民健康保険税の賦課徴収、老
〈宮~~~:'ì>I呆険伝 人保健など

〈住民係〉 戸籍諸証明の発行、印鑑登録、

国民年金、児童手当など

町民税 ω 固定資産税“軽自動車

〈税務係〉 税の賦課徴収、納税組合、税務

関係諸証明など

税務課
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〈管理係〉 有財産など

秘書、町民相談室、 公聴、対話
《秘書係〉組 ー

集会、モニターなど
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〈整備係〉 土地区画整理、下水道など
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甲
府
バ
イ
パ
ス
の
西
側
に
位
置
す
る
西
条
一
区
、
十
二
組
(
組

長
・
田
原
建
一
さ
ん
)
の
二
十
二
世
帯
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、

こ
の
ほ
ど
手

、、つ
く
り
の
味
の
あ
る
公
園
を
完
成
し
ま
し
た
。

乙
の
公
園
は
、
昭
和
五
十
七
年
の
分
譲
開
発
の
時
に
空
地
程

度
の
公
園
だ
っ
た
も
の
を
、
自
分
達
の
手
で
公
園
整
備
し
よ
う

と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
達
で
持
ち
寄
っ

た
古
タ
イ
ヤ
や
ド
ラ
ム
カ
ン
等
を
工
夫
し
て
作
っ
た
遊
具
を
始

め
、
砂
場
、
ベ
ン
チ
、
花
だ
ん
と
い
っ
た
立
派
な
施
設
を
作
り

上
げ
、
公
園
中
央
に
は
「
手

d

つ
く
り
公
園
」
と
泉
町
長
の
直
筆

の
記
念
碑
も
有
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
組
主
催
の
納
涼
会
や
催
し

な
ど
、
乙
の
公
園
で
数
多
く
行
わ
れ
る
と
い
う
乙
と
で
、
子
供

達
の
安
全
な
遊
び
場
、
ま
た
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

.. 
完
成
し
た
「
手
"つ
く
り
公
園
」

(
西
条
一
区
)
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⑧
⑧
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町
の
中
央
公
民
館
で
は
、
生

涯
学
習
の

一
環
と
し
て
、
は
ん

て
ん
作
り
教
室
と
社
交
ダ
ン
ス

教
室
を
大
勢
の
参
加
者
を
集
め

十

一
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
回
に

わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

は
ん
て
ん
作
り
教
室
で
は、

乙
の
機
会
に
全
て
習
得
し
よ
う

と
い
う
若
い
婦
人
ら
が
集
ま
り
、

又
、
社
交
ダ
ン
ス
教
室
で
は
初

館

心

者

を

対

象
に
行
わ
れ
、
教
室

コ
ロ
一
が
終
る
頃
に
は
、
ダ
ン
ス

パ
i

内
山
」
テ
ィ
に
も
出
掛
け
ら
れ
る
と
い

金
一
う
こ
と
で
、
み
な
さ
ん

一
生
懸

命
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

惨
は
ん
て
ん
作
り
教
室
(
公
民
館
和
室
)

4

可
知
る
/
六
角
六
地
ぞ
う
塔
で
(
阿
原
)

録
岬
伊
払
川

郷
土
を
愛
し
、
人
を
愛
し
、

生
涯
学
び
続
け
る
心
豊
か
な
人

づ
く
り
を
も
と
め
て
、
第
一
回

の
歩
け
歩
け
大
会
が
九
月
二
十

一
日
を
最
初
に
十
一

月
九
日、

十
二
月
十
四
日
、
来
年
二
月
二

十
二
日
と
行
い
ま
す
。

乙
の
大
会
は
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
参
加
で
き
る
と
あ
っ

て
十
月
、
十
一
月
の
大
会
に
は

大
勢
の
方
が
参
加
し
て
、
楽
し

い

一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
十
二
月
十
四
日
間
常

永
方
面
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
是
非
参
加

し
て
見
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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本
町
で
も
年
々
勤
労
婦
人
が
増
え
て
お
り
、
現
在
で
は
-

約
三
千
人
、
町
人
口
の
お
労
の
婦
人
が
働
い
て
い
ま
す
。
パ

ヲ
Q
乙
の
実
状
に
応
じ
て
、
町
で
は
総
合
会
館
二
階
に
「
働
く
一

l

d

婦
人
の
家
」
施
設
を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、

今
秋
か
ら
本
-

b
h
格
的
な
活
動
を
開
始
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
一

、4
4

働
く
婦
人
の
家
と
は
、
主
と
し
て
中
小
企
業
に
働
く
婦
一

匹
目
人
等
の
福
祉
の
増
進
を
は
か
り
、
職
業
生
活
に
必
要
な
援
-

E
副
ヲ
助
を
与
え
、
地
域
に
お
け
る
婦
人
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
山

岨
同
列
を
総
合
的
に
行
う
も
の
で
、
今
回
行
わ
れ
た
(
日
月

5
日
)
・

司
副
頑
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
総
合
相
談
所
の
開
設
に
は
、
町
内
婦
人
・

，Z斗
が

パ
l
ト
で
の
悩
み
事
、
パ

l
卜
の
紹
介
な
ど
の
相
談
K

.

、W
4
次

々

と

お

と

ず

れ

て

い

ま

し

た

。

-

今
後
の
事
業
と
し
て
は
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
調
…

・
一
」
和
を
は
か
る
た
め
に
必
要
な
知
識
等
の
た
め
の
「
婦
人
生
一

泊
以
内
活
講
座
」
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
余
暇
利
用
の
「
軽
ス

J24ポ
|
ツ
教
室
」
そ
れ
に
技
能
養
成
と
し
て
「

O
A
教
室
」
一

、

，

な

ど

を

来
春
ま
で
に
実
施
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。
'

れ
は

V

な
お
、
働
く
婦
人
の
家
は
、
各
婦
人
グ
ル

ー
プ
の
活
動
、
-

b
v

会
合
、
研
修
会
等
に
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気

F

E
m
F

軽

に

ど

利

用

下

さ

い

。
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十
月
二
十
四
日
、
押
越
地

区
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

の
竣
工
式
が
関
係
者
多
数
出

席
の
な
か
、
地
区
内
の
上
川

瀬
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ζ

の
事
業
は
、
土
地
所
有

者
が
主
体
に
な
り
市
街
化
農

地
の
見
直
し
ゃ
、

農
業
後
継

者
問
題
な
ど
か
ら
、
自
分
達

の
手
で
区
画
整
理
を
実
施
し
、

都
市
機
能
を
も
っ
た
市
街
地

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も

の
で
す
。

総
事
業
費
一
億
七
、
三

O

O
万
円
、
面
積
二
万
五
千
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
地
区
内
に

は
整
備
さ
れ
た
道
路
、
水
道
、

水
路
、
公
園
等
が
あ
り
、
住

み
よ
い
町
ず
つ
く
り
の
為
、
こ

れ
か
ら
大
き
な
役
割
を
果
た

す
地
区
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

A泉町長(右)と押越地区第二土地区画整
理組合理事長の清水森重氏(左)の手に
よって公圏内の記念碑の除幕が華やかに

行われた

昭
和
引
年
同
月
執
行
分

担当課

A
E
 

吉
円
口
貝

教
委

建設課

伊藤調査測量設計附

者

甲府市飯田 2-24 

大和重機興業附

大和重機興業側

業

押越 2133

附 古屋工務庖

河東中島 1573

東京体器開

河東中島 1573

西条 2180-1

上河東 304

株)米山実業

西条 458-1

キL

組

落

藤内



わ

農
業
改
良
資
金
制
度
は
、
農
業
に
意
欲
的
に
取
り
組

む
方
に
、
無
利
子
、
無
担
保
で
資
金
を
貸
し
付
け
、
経

営
改
善
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
足
腰
の
強
い
農
業
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、

農
家
ガ
自
主
性
を
発
揮
し
一
七
、
新
し
い
技
術
の
導
入
や

需
要
巳
応
じ
だ
作
自
の
選
定
、
経
営
規
模
の
鑑
大
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
農

業
改
良
一資
金
制
度
は
、
農
家
の
方
々
が
ま
す
ま
す
利
用

し
や
す
い
仕
組
み
と
一な
る
よ
う
に
貸
付
け
の
対
象
を
広

げ
、
一
一
層
内
容
を
豊
富
に
し
た
り
貸
得
額
を
場
や
す
な

ど
、
制
度
の
大
幅
な
改
正
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
ガ
、
ど
の
よ
う
な
と
き

に
活
用
で
き
る
か
、
農
業
改
良
資
金
制
度
の
あ
ら
ま
し

を
見
一
て
み
ま
し
ょ
う
。

一つよ

一
象
一
新
し
い
技
術
や
生
産
方
法

一
対
一
を
導
入
す
る
方

新
し
い
農
業
技
術
や
生
産
方
式
を

地
域
で
初
め
て
導
入
す
る
よ
う
な
、

い
わ
ば
先
駆
的
で
モ
デ
ル
的
な
事
業

を
行
う
農
業
者
、
ま
た
は
農
業
者
の

組
織
す
る
団
体
が
、
貸
付
け
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
事
業
が

貸
付
け
対
象
と
な
る
か
は
、
都
道
府

県
の
貸
付
け
規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
金
を
借
り
入
れ
た
方
は
、

農
業
改
良
普
及
員
や
農
協
の
営
農
指

導
員
な
ど
か
ら
、
技
術
指
導
や
経
営

指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
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一
金
一
事
業
の
内
容
巳
合
わ
せ
だ

一
資
一
四
種
類

皆
さ
ん
が
行
ヤ
フ
と
す
る
事
業
の

内
容
に
合
わ
せ
て
、
貸
付
資
金
の
種

類
は
大
き
く
次
の
四
つ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

-
生
産
方
式
改
善
資
金

農
業
経
営
の
改
善
を
促
進
す
る
た

め
に
必
要
な
技
術
の
導
入
、
ま
た
は

合
理
的
な
生
産
方
式
を

.導
入
す
る
際

に
借
り
ら
れ
る
資
金
で
す
。
事
業
の

内
容
に
よ
っ
て
、
資
金
は
次
の
十
二

種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
省
エ
、
不
ル
ギ

l
技
術
導
入
資
金

②
生
産
環
境
改
善
資
金
③
農
業
者

技
術
開
発
資
金
④
生
産
組
織
育
成

資
金
⑤
経
営
転
換
等
推
進
資
金

⑥
畑
作
技
術
合
理
化
資
金
⑦
稲
作

省
力
生
産
安
定
資
金
⑧
果
樹
栽
培

合
理
化
資
金
⑨
野
菜
生
産
高
度
化

資
金
⑬
畜
産
振
興
資
金
⑪
養
蚕

技
術
総
合
改
善
資
金
⑫
地
域
農
業

技
術
導
入
資
金
(
都
道
府
県
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
が
定
め
ら
れ

て
い
る
)

2

経
営
規
模
拡
大
資
金

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
を
図
る
た

め
、
農
用
地
(
借
地
)
の
利
用
権
を
取

得
す
る
際
に
借
り
ら
れ
る
資
金
(
小

作
料
を
一
括
し
て
前
払
い
す
る
経
費
)

で
す
。

3

農
家
生
活
改
善
資
金

農
家
が
共
同
し
て
身
近
な
生
活
環

境
を
改
善
す
る
な
ど
の
た
め
の
資
金

で
す
。
資
金
の
種
類
は
、
地
域
で
加

工
実
習
や
農
家
の
汚
水
処
理
を
す
る

な
ど
の
施
設
を
つ
く
る
場
合
の
「
生

活
環
境
改
善
資
金
」
と
、
高
齢
者
が

共
同
で
農
産
加
工
や
特
産
物
づ
く
り

な
ど
を
行
う
場
合
の
「
高
齢
者
活
動

資
金
」
が
あ
り
ま
す
。

4

農
業
後
継
者
育
成
資
金

農
業
の
担

い
手
と
な
る
農
村
の
青

少
年
が
、
農
業
の
技
術
や
経
営
方
式

を
実
地
じ
習
得
す
る
際
に
借
り
ら
れ

る
資
金
で
す
。
事
業
の
目
的
に
応
じ

て
、
次
の
三
つ
の
種
類
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

①
技
術
共
同
習
得
資
金
②
研
修

教
育
資
金
③
部
門
経
営
開
始
資
金

一
き
一
農
協
か
普
及
所
に

一続一
一
手
一
申
請
書
を
提
出

農
業
改
良
資
金
の
借
入
れ
手
続
き

は
き
わ
め
て
簡
単
で
す
。
最
寄
り
の

農
協
ま
た
は
普
及
所
な
ど
に
相
談
し

て
い
た
だ
き
、
「
農
業
改
良
資
金
貸
付

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
借

入
れ
に
当
た
っ
て
は
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。
借
入
れ
が
決
定
す
れ
ば
、

資
金
は
最
寄
り
の
農
協
か
ら
支
払
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
資
金
は
無
利
子
で
す

か
ら
、
返
済
は
借
り
た
元
金
だ
け
を

定
め
ら
れ
た
返
済
期
間
内
に
、
均
等

年
賦
払
い
で
返
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

貸
付
金
額
は
資
金
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

近
く
の
農
協
、
ま
た
は
普
及
所
な
ど

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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ママさん
ソフトボール

優

勝

準
優
勝

三
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三

位

上
河
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区

河
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河
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中

島

上

河

東

ー
-
H
③
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中
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越
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9
一

1
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上

河

東

「
ー
幻
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西

条

新
田

A優勝に喜ぶ上河東二区チーム

壮年男子

ソフトボール

企 2年連続優勝を飾った西条二区チーム

女
試
合
の
結
果

優

勝

準
優
勝

三

位

三

位

西
条
ニ
区

西
条
新
田

清
水
新
居

紙
漉
桐
原

4 

寸
ー
ー
し
は
⑪

築

地

新

居

「

|

||
川

口

⑩

清

水

新

居

似

げ

⑨

押

越

町
③
回
凶
M
凶一

|

⑦

上

河

東

淀

⑥

紙

漉

阿

原

町

⑤

河

東

中

島

旧

④

西

条

一
区

ほ

③

上
河
東
二
区

1

②

河

西

①

西

条

新

田

岡
隼
自
ク
ロ
号
制
ω
鵠
w
d
『

d
k
p

d
ω
1肌
w
u
l
タ
鴎
筒
毘

昭
和
六
十
一
年
度
昭
和
町
ク
ラ
ブ
対

抗
ソ
フ

ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
十
月
二

十
四
日
を
最
終

に
す
べ
て
終
了

い
た
し

ま
し
た
J

今
年
は
両
リ
ー
グ
と
も
最
後

の
最
後
ま
で
熱
戦
を
展
開
し、

A
級
は

西
条
二
区

A

(
監
督

・
新
津
啓
行
)
、

v 
v 
v 

西
条

一区

A

《

A
級
リ

l
グ》
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勝
川
H

。3点
負

H

・1
点

分

H
O
Z点

不
戦
負
け

H
X
寸
点

来
{
同
率
の
場
合
は
得
失
点
差
に
よ
る
。

B
級

は
ラ
ビ
ッ

ト

(監
督

・
河
澄
道
男
)

が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。
今
回

の
結
果

に
よ
り

B
級
上
位
三
チ
l

ム
が

A
級

に
昇
級
し、

A
級
下
位

三
チ
1

ム

が

B
級
と
入
れ
替
わ
り
、
来
期
の
リ
ー

グ
戦
が
来
春
ス
タ

ー
ト
し
ま
す

U

• .. 
企

ラ
ビ
、ツ

ト

《

B
級
リ

l
グ》

山条西 西飯喰 築米 阿昭 藤河 ヲ

梨
条 フ 山 ヒ 成 績

チーム名 昭 区 1/ 

和 精
和 ベ ン

農了
- IP' 実

勝負分勝率 得点順位 f験
点差

協 ズ 区ズ t也業 原 B 機西ト
山 梨昭和農協

ー 。• (O)，(O) 0・~ 
。_17 310 0.700 24 3 1+ 47 

西条区ベア」ズ • .，. .，. • 910 0.100 12 11 95 
西条 一 区 。¥。l¥ 。 。 。 . 。。 • 6 7 310 0.700 24 4 1+ 43 
飯喰フレンダ ズ .，(O) • ゐ~ 。 .

.E50 0 
4 610 0.400 18 7 

築 地 .，(O) • 0・
。 6 410 oωo 22 5 

米 山 実 業 .，(O) .，. ./¥ .'(Ql 。0.6 3 7 ， 0 0.300 16 8 
阿原 。 。 。。 。。 O .19 1 10 0.900 28 2 
昭和 B . 。 .I(O)・ x凹H・¥・U・~寸2/ 7 / I / O. 200 / 12 / 9 耳m 
藤 精 機 .，. \~・て・ 9 ， 0 ， O. 100' 12' 101= 
河 西 . 。 (O)，.，. 。書留 b 45 1 0400 19 6 
ラビ ッ ト 。 。 (o) /(O) /(O) I(O) IIQl /(O)!(QlI(Ql!"JI0 10 ! 0 I l. OOO! 30! 1 



わ

て
は
い
か
が
で
す
か
!

優
勝

f
t築
地

新

居

日
月

6
日
、
釜
無
公
園
運
動
場
に
お

い
て
、
第
五
回
町
内
ゲ
!
ト
ボ

l
ル
大

会
が
構
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
各
地
区
の
お
年
寄
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と

あ
っ
て
、
一
打
一
打
熱
の
入
っ
た
試
合

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

築地新居

清水新居

西条二区

河

勝

勝

位
優

優

準

三

清
水
新
居

河
東
中
島

飯

喰

上

河

東

押

越
西
条
新
田

関
岡
阿
国

西
条
二
区

紙
漉
阿
原

西
条
一
区

第
一
ゲ

l
ト
通
過
グ

-つよし報

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
な
か
、
特
に

中
高
年
の
体
力
さ
つ
く
り
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
て
る
目
的
に
第
二
回
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
十
一
月
九
日
、

押
中
校
庭
で
男
子
必
才
以
上
、
女
子

ω

才
以
上
の
混
合
チ
1

ム
十
名
で
、
各
地

区
対
抗
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
人
数
、

場
所
を
選
ば
ず
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
最
近
、
各
地

区
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す

U

広( 7 )昭和 61年12月 1日発行

あ
な
た
も
、

一
度
挑
戦
し
て
み

準
優
勝

三

位

河
東
中
島
チ

l
ム

西
条
ニ
区
チ

l
ム

• • • • • •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
西

女

ω臓
病
と
く
す
り

押中グランドで

心
臓
病
や
さ
ら
に
高
血
圧
を
含
め
た

循
環
の
病
気
は
、
癌
と
共
に
我
々
現
代

人
の
健
康
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
、
そ

の
予
防
と
治
療
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

幸
な
事
K
癌
に
対
す
る
薬
に
く
ら
べ
て

心
臓
や
循
環
器
の
治
療
は
薬
を
使
っ
て

治
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
近
年
良
い
薬

も
続
々
と
開
発
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、

何
で
も
薬
で
治
る
わ
け
で
な
く
、
先
天

性
の
心
臓
の
奇
形
や
比
較
的
太
い
血
管

の
病
気
に
は
手
術
が
必
要
で
あ
る
が
、

か
な
り
の
心
臓
病
は
薬
を
き
ち
ん
と
服

用
す
る
乙
と
に
よ
り
、
症
状
を
軽
減
し
、

社
会
生
活
を
可
能
に
さ
せ
る
。
高
血
圧

は
、
薬
に
よ
っ
て
治
療
を
受
け
な
い
と

脳
卒
中
や
腎
臓
病
を
併
発
す
る
の
で
、

一
生
薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
多
い
が
、
心
臓
や
血
管
の
緊
張
を

解
い
た
り
、
減
塩
食
と
同
じ
効
果
を
持

つ
利
尿
薬
以
外
に
新
し
い
タ
イ
プ
の
老

人
に
も
飲
み
や
す
い

ωき
つ
坑
薬
と
い

わ
れ
る
薬
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
医

者
に
と
っ
て
も
充
分
な
薬
の
持
駒
が
あ

る
と
い
っ
て
よ
く
、
一
番
の
問
題
は
患

者
さ
ん
が
き
ち
ん
と
薬
を
飲
ん
で
く
れ

る
か
に
な
っ
て
い
る
。

狭
心
症
は
無
理
な
運
動
を
し
た
り
す

山
梨
医
科
大
学
教
授
(
薬
理
学
)

/ 

橋

本

敬
太
郎

る
と
心
臓
の
筋
肉
に
充
分
血
液
が
い
か

な
く
な
り
胸
や
肩
が
痛
く
な
る
が
、
乙

れ
に
対
し
て
も
痛
み
を
軽
快
し
、
ま
た

そ
の
発
作
を
抑
え
た
り
、
運
動
能
力
を

上
昇
さ
せ
る
薬
が
あ
る
の
で
、
日
本
で

は
バ
イ
パ
ス
手
術
を
あ
ま
り
し
な
く
て

も
す
ん
で
い
る
。
心
臓
の

一
定
な
リ
ズ

ム
が
乱
れ
る
の
が
不
整
脈
で
あ
り
、
私

の
専
門
と
す
る
坑
不
整
脈
薬
に
も
多
く

の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
よ
る
治
療

が
か
な
り
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
心
臓

の
力
が
弱
く
な
る
心
不
全
に
対
す
る
薬

は
、
残
念
な
が
ら
理
想
に
近
い
も
の
が

な
く
、
心
臓
移
植
や
人
工
心
臓
に
期
待

さ
れ
る
現
状
で
あ
る
。

動
物
実
験
で
心
臓
病
の
新
し
い
良
い

薬
を
開
発
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
は
心
臓
病
の
症
状
を
柔
げ
る

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
発
生
原
因
を
直

接
抑
制
し
、
確
実
に
心
臓
患
者
さ
ん
の

余
命
を
延
長
さ
せ
る
も
の
が
必
要
と
な

ろ
う
。

A-. .u::. 
画

財
団
法
人

健康管理(町、予防接種より)
里
仁
会
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十
二
月
。

一
二
日
正

昭
和
六
十
二
年
度
の
保
育
所
入
所
希

望
者
の
受
付
を
、
一
月
十
六
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
総
合
会
館
内
の
厚
生
福
祉

課
で
行
い
ま
す
。

入
所
申
請
の
受
付
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
が
、
四
月
に
新
し
く
入
所
さ
れ

る
者
。
ま
た
、
引
き
続
き
入
所
を
希
望

す
る
者
に
つ
い
て
は
乙
の
期
間
内
に
手

続
き
し
て
下
さ
い
。

ζ

れ
に
先
が
け
、
次
の
日
程
で
説
明

会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
ど
出
席
く

だ
さ
い
。
な
お
、
説
明
会
に
出
席
と
き

な
い
方
は
、
各
保
育
所
か
、
厚
生
福
祉

課
に
入
所
申
請
書
が
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
早
め
に
申
請
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

|
|
|
説
明
会
の
日
程
|
|
|

保昭防保
育|
所和 l名育

説
明
会

の
場
所

昭

和
保
育
所

程

時
間

自十
二
月
目

八

日

び

午後 7時--9時

十
二
月
d

九

日

り

A
吊
永
一

保
育
所

常

永
保
育
所

十
二
月
日

十
五
日
リ

上
河
東

保
育
所

上
河
東

保
育
所

押
原
一
押
原
一
後
~
時

保
育
所
一
保
育
所
一
二
時
3

(
新
設
)
一
(
新
設
)
一
4
1
1

※
押
原
保
育
所
説
明
会
は
押
原
中
学
校
東

側
に
建
設
中
の
新
設
保
育
所
で
行
い
ま
す
。

日
本
島
1
活
竺
ワ
+
A
、旧作

LHL目

ρ七
V

J

干
」
日
コ
ν

1
ノ」円
H
旧
l

」
三
"

1
1
1
受
付
及
び
説
明
会

受
付
期
間
:
:
:
六
十
二
年
一
月
十
六
日
f

)

三
十
一
日

⑨
入
所
で
き
る
基
準

-
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し

て
い
る
た
め
に
そ
の
児
童
の
保
育
を
す

る
者
が
い
な
い
場
合
。

-
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児
童
と
か
け
は

な
れ
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
場
合
。

-
両
親
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
、
行
方
不

明
等
に
よ
り
保
育
す
る
者
が
い
な
い
場

A
口。

-
母
親
が
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に

障
害
が
あ
っ
た
り
出
産
の
前
後
で
あ
っ

た
り
す
る
た
め
に
、
そ
の
児
童
の
保
育

を
す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

-
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害

の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親
が
い
つ

も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い
て
、
そ
の

児
童
の
保
育
が
出
来
な
い
場
合
。

⑨
入
所
申
請
の
手
続

入
所
申
請
を
提
出
す
る
場
合
は
、
児

童
一
人
に
つ
き
一
枚
の
保
育
所
入
所
申

請
書
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す

る
書
類
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

川
給
与
所
得
者
(
常
勤
の
場
合
)

昭
和
六
十

一
年
分
源
泉
徴
収
票
(
給

与
支
払
報
告
書
)
。
民
生
委
員
の
証
明

書
。
※
夫
婦
共
働
き
の
場
合
は
、
両
方

の
給
与
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

山
事
業
所
得
者
(
商
庖
経
営
等
)

昭
和
六
十
一
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
控
え
(
た
だ
し
、
確
{疋
申
告
書

K
つ

い
て
は
三
月
十
五
日
の
確
定
申
告
終
了

日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
)

ま
た
は
、
税
務
署
の
発
行
す
る
所
得

納
税
証
明
書
。
民
生
委
員
の
証
明
書
。

間
給
与
報
告
書
の
と
れ
な
い
人

昭
和
六
十
一
年
度
町
民
税
及
び
固
定

資
産
税
の
課
税
額
証
明
書
(
役
場
税
務

課
発
行
)
。
民
生
委
員
の
証
明
書
。

※
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
以
降
の

転
入
者
に
お
い
て
は
、
山

iω
の
書
類

は
前
住
所
地
の
市
町
村
民
税
の
納
税
通

知
書
ま
た
は
課
税
額
証
明
書
が
必
要
で

す。
詳
し
い
こ
と
は
、
総
合
会
館
厚
生
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

電
話
七
五
|
一
一
一
一
一

|
|
|
保
育
所
別
定
員
数
|
|
|

保育所上東河 保育所常天水 保所原育押 保育所和昭 保育所名

ーノ-L¥- ノ一-'-¥ー・ ノ一-'-¥4 ー/-L¥ー・

員数定十名 十名 十名 十名

地 上河東 ま
原地押区 地西条区 地名区

l区

役

場

総
合
会
館
等

隼
器
向
中
指
@
毘
弱

十
二
月
二
十
八
日
間
か
ら
一
月
四
日

目
ま
で
、
役
場
業
務
は
休
ま
せ
て
頂
き

ま
す
。た

だ
し
‘
緊
急
の
場
合
は
日
直
者
が

業
務
に
当
り
ま
す
の
で
御
承
知
下
さ
い
。

'ゅのスキHが狙われます

ま
た
、
総
合
会
館
・
児
童
館
・
中
央

公
民
館
に
つ
い
て
も
十
二
月
二
十
八
日

か
ら
一
月
四
固
ま
で
休
館
し
ま
す
の
で

合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

た
だ
し
、
総
合
会
館
は
五
日
ま
で
休
館
。

b年末の犯罪に遭わないために4

②多額の現金は、なるべく手元に置かな

いように。通帳と印鑑は別々に保管を。

③混雑する場所へ行くときは、必要以上

の現金を持ち歩かない。

④大金を持ち歩くときは、複数で行動す

るなど細心の注意を払う。

⑤車や自転車を駐車する ときは、必ずカ

ギを掛けるように。車の中には現金な

ど大切なものを置かない。

「今年中l乙乙れだけは済ませておきた

いJ Iムムの料金は今年中K支払わなけ

れば... J年の瀬は、乙れもしなければ、

あれもしなければと、なにかとあわただ

しくなります。忙しさでつい家のカギを

掛け忘れたり、大切なものを置き忘れる

など、ちょっとした、心のスキ、ができ

やすいこの時期は、空き巣やスリにとっ

て絶好の稼ぎ時です。

ドロボーは、あなたのちょっとした気

のゆるみを狙っています。年末lと空き巣

やスリなどの被害lζ遭わないために、次

の乙とに注意してください。

①外出するときは、たとえわずかな時間

でもカギを掛ける。また、隣近所lζ一

声かけて留守を頼むととも忘れずに。



わ-つ

くらしのアイデア作品募集
省資源・省エネ jレギーの推進は、皆さんの各家庭における実践が大きなポイ

ントになります。皆さんの生活の中から生まれた「くらしのアイデア作品」を

募集します。

よし報広( 9 )昭和 61年12月 1日発行

年
工
業
統
計
調
査

石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

製造事業所の皆δノLヘ

昭
和
六
十十

一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査
の

対
象
と
な
る
製
造
業
を
営
む
事
業
所

に
は
、
年
末
か
ら
一
月
に
か
け
て
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
票
に
記
入

さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十

一

年
の
「
工
業
統
計
調
査
」
と
「
石
油
等

消
費
構
造
統
計
調
査
」
を
、
十
二
月
三

一一一募 集 要 領一一一

省資源・省エネノレギーに役立つ発明工夫作品、リフォーム作

品等衣食住に関するどのようなものでも結構です口

山梨県内に居住している人であれば、年齢、性別は問いませ

ん。また、グループの共同作品でもかまいません。

裏面の出品票に必要事項を記入のうえ、作品に添えて提出し

てくださし、。

昭和 62年 1月6日(火)から 1月 9日(金)

各地方振興事務所

アイデア賞 5点 努力賞 10点

(応募作品により、増減する場合があります。)

消費生活センター展示室(総合婦人会館内)において、昭和

62年 2月に展示します。

応募作品は展示終了後、地方振興事務所経由でお返しします。

詳細については、生活文化課へ

(電話 055:i - 37 111 1 内線 3356) 

相 「 昭 一 縫 4 3 2 1事揚問委
談 とじと特: 和===人 い: 項をを員十~~
は乙か 設;田雨 井 町五五五で じ;障女部いと呼「連二霊室
無 ろ んき人:中宮口氏人五五五悩 め;害性落じ定び人合月~..... 
料 権; 権 四 六 二 ま 、;者の差めめか権会十 38
で総午昭相:良イ有 名擁四 二 lず 体:の地別 、 重 け 週 lζ 日画面
秘合前和談:夫弐等 護 II五、 罰:完位 を 体 点 7て間おは E堕E
密会 1061所; 委三ニニい の i全をな 罰 的 お 」 い 世
は館時年 員 II Iじ 生 こ : 参 高くのなりとて界 E 

厳 ¥ 12を;築河 西 は四 C 七め徒と j加めそ根啓ま定は人 y、
守 午月開:地東条 次三一一、さで:とょうを発すめ、権 E忌
さ 後 10設 j 新中四住の八四五体ん悩;平う 絶活。、毎デ~
れ 3日し j 居 島二 方 一 八 一 罰 ゃ ん ; 等 と動本国年 lB
ま 時附ま古六二八 々r-.，r-.，r-.， テおで古を う を 年 民 十 で 苦 言
す す j 二 O 六所で甲甲甲レ父い j実 展 もの 二す 由自
の ・;九二 す 府 府 同 ホ さ る : 現 開次皆月 otご'
で ・: 六 O 地 地 肘 ン ん : し すのさ四法
お ・; 方方地相・ :よ る四ん日務。》
気 j 法法談お jう こ項にか省壬て
軽 ;七七七 務務方を母 : と目人ら及 dd

五五五 局局ごさ 乙を権十び忌込
I I I霊 都 MFjん ; し全意日全知

到 j 三二二審 留沢務用へ ; て国識ま国ら
用 -O  C E 支支 下 ; お統りで人三子
下 ;九四五勺 局局局さ ; りー晋の権雫雪
さ :七八=い ま強丞一擁ー

す調高週護

募集作品

応募資格

乙
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し
、
ま
す

ま
す
火
災
の
起
こ
り
ゃ
す
い
状
態
と
な

り
、
特
に
た
き
火
は
出
火
原
因
の
上
位

を
占
め
て
い
ま
す
。
又
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
か
ら
の
出
火
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

取
り
扱
い
上
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
使
い
始
め
の
こ
の
時
期
に
正
し

い
使
い
方
を
覚
え
火
事
を
出
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
た
き
火
に
よ
る
火
災
を
出
さ
な
い
注
意

山
、
水
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
を
準
備
す
る
。

問
、
火
災
警
報
発
令
中
や
風
の
強
い
時

は
し
な
い
。

問
、
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る

所
で
は
し
な
い
。

州
、
子
供
だ
け
の
た
き
火
は
さ
せ
な
い
。

問
、
必
ず
人
の
監
視
の
も
と
に
行
う
。

刷
、
完
全
に
消
え
た
乙
と
を
確
認
す
る
。

@
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に
取
り
扱
う

注
意

応募方法

提出期間

提出先

表 彰

メL
Z三

その他

問い合わせ

刀え展

川
、
器
具
の
点
検
、
整
備
。

山
、
周
囲
は
常
に
整
理
整
頓
。

問
、
燃
料
補
給
は
必
ず
火
を
消
し
て
か

3
b
f行事つ。

州
、
上
か
ら
の
落
下
物
に
注
意
。

問
、
耐
震
自
動
消
火
装
置
の
あ
る
も
の
。
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問問保健衛生だより開倒的録

実施日 受付時間及び地玄 該当児 場所

12月 17日

午守守後後後(〔2押21西時時時条原003地地000分う分区区ト~ ~ ) 〉

昭和 60年 11月生まれ

ぽd 昭和 61年 2月生まれ 総合

12月 18日 昭和 61年 5月生まれ 会館

討す (常永地区) 昭和 61年 8月生まれ

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後3時00分ですのでご京却下さし、。

日 時 12月6日出・ 20日出午前9時"""'11時 30分

場 所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鮮を持参して ください。

妊娠証明書は必要ありませんO

※一般健康相談は 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行い健康についての相談にお答えしていますの

でお気軽にお出かけくだきい。

第 回 第 2 回

実施日 12月5日(金) 12月 11日(木〉

時間 午後 1時 30分~

場所 総合会館

対象者 妊娠 5か月以降の妊婦

持ち物 母子手帳・体操のできる服装・テキス卜代300円

実施 日

受付時間

場 所

該当 児

12月 16日肉

午後 l時，......2時

総合会館

昭和 58年 9月 1日~昭和 58年 11月 30日までの

出生児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて持ち物

の質問票

※尿検査がありますのでご承知おき くださし、。

年末年始のし尿汲み取りについて

献血にご協力を.ゲ

日

場

時

所

12月23目的午後 1時，......2時

総合会館

該当児 女 I期・一昭和 59年3月 1日~昭和 59年8月 31

日までの出生児

女 H期...I期 3回を完了して 1年から 1年 6か月

以内の者

育昭和 57年9月 1日~昭和 59年 2月 29日まで

のtt'!生児で、未接種者O

持ち物 母子手帳・問診票

《注意事項》

O 体温がはかつてないと接種できませんO 体温は必ずはかつて

くださし、。

O 問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてくださし、。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし、。

《つぎのような人は接種できません》

1.発熱している者、または著しい栄養障害者。

2.心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3.はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の

者。

4.インフルエンザ予防接種後 2週間以内の者。

5.1年以内にけいれん、ひきつけを匙こした者O

日

場

時

所

12月 19日制午前 10時 20分"""'10時 25分

旧役場前

※収集車がくるまでは飼主もいっし ょにいてくださし、。また、

年末のし尿汲み取りは 12月 29日開の午前中で終了いたします。| 猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっかり

年始は 1月7目的から平常どおり業務を開始し、たします。なお、| 封をしてください。

年末は業務が混雑いたしますので、清掃申し込みは 12月 20日 |会会決をお飼いのみなさま〈議会

(土)ま でにお廟し、し、たします。 Iこのところ、飼い犬の放し飼し、による事故や苦情が増えていま

〔清掃申し込みはつぎの町指定業者へJ す。犬はク サリなどでつないで飼うことになっていますので必

胸中巨摩産業 TEL73-2157または 75-3699 ず守ってくださし、。



〉
貌
こ

な
る
た
め
に

ト
4
V

パ
ノ
ト
4
U

わ-つよし

《
こ
と
ば
づ
か
い
》

幸R

ー
こ
と
ば
は
人
格
を

現
わ
す
も
の
で
す
1
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私
の
大
嫌
い
な
乙
と
ば
づ
か
い
は
、

「
や
っ
ぱ
」
と
「
:
:
:
ス
」
で
す
。
今

の
子
供
た
ち
の
聞
に
は
い
わ
ゆ
る
単
語

族
「
く
れ
か
ね
、
め
し
な
ど
」
や
マ

ン
ガ
の
影
響
か
ら
の
下
品
な
こ
と
ば
づ

か
い
が
ふ
え
て
き
て
い
ま
す

D

私
の
子

供
の
頃
は
一
年
生
か
ら
国
語
読
本
で
は

両
親
に
対
し
て
の
敬
語
や
て
い
ね
い
語

が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
以
前
は
荒
っ
ぽ

い
こ
と
ば
を
使
う
と
親
に
向
っ
て
何
と

い
う
こ
と
ば
づ
か
い
だ
、
と
叱
ら
れ
た

も
の
で
す
。
今
で
は
親
も
先
生
も
叱
る

乙
と
が
少
な
い
し
、
ま
た
、
親
や
先
生

の
乙
と
ば
も
乱
れ
て
来
て
い
ま
す
。
私

が
幼
稚
園
長
の
と
き
は
幼
児
に
向
っ
て
も
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
幼
児
も
ご
ざ
い
ま
す
ま
で

い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の

大
学
生
は
先
生
は
僕
等
に
も
て
い
ね
い

な
と
と
ば
を
使
う
と
驚
い
て
い
ま
し
た

が
、
彼
等
も
ζ

と
ば
づ
か
い
に
注
意
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
さ
い
と
き

か
ら
両
親
の
乙
と
ば
づ
か
い
を
真
似
し

ま
す
の
で
、
ま
ず
親
が
乙
と
ば
づ
か
い

を
正
し
く
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
こ
の

ご
ろ
は
形
よ
り
心
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

礼
儀
作
法
な
ど
は
小
さ
い
う
ち
に
形
を

し
っ
か
り
し
つ
け
て
お
い
て
、
は
じ
め

て
心
が
備
わ
る
の
で
す
。
友
達
同
志
な

ら
と
も
か
く
、
社
会
に
出
た
り
、
外
国

へ
行
っ
た
り
す
れ
ば
(
日
本
は
ま
だ
厳

し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
)
こ
と
ば
づ
か
い

で
そ
の
人
の
品
性
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

乙
と
ば
は
人
格
と
同
じ
に
見
ら
れ
ま
す
。

一
年
生
に
な
れ
ば
筋
道
を
た
て
て
語
尾

ま
で
は
っ
き
り
言
う
乙
と
が
出
来
る
は

ず
で
す
。
そ
う
し
た
乙
と
ば
の
し
つ
け

を
学
校
で
も
家
庭
で
も
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
た
だ
し
一
家
団
ら
ん
時
の
方

言
は
別
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
一
概
に

否
定
出
来
ま
せ
ん
が
品
の
な
い
も
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。(

県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

〉
」
イ
つ
/
ほ
/
土
佐
匂

(
敬
称
略
)

木
犀
の
香
の
流
れ
行
く
ペ
タ
ル
踏
む

背
た
た
き
人
達
え
け
り
秋
の
暮

磯
部

羊
紅
禁
母
絢
う
組
内
で
他
を
鎮
む

秋
祭
り
隣
の
嫁
が
歌
手
と
な
る

長
田
そ
の
子

臥
す
母
に
さ
し
て
数
え
て
カ
リ
ン
の
黄

木
の
実
落
つ
朽
ち
さ
れ
ず
立
つ
長
屋
門

小
沢
百
合
子

学
ぶ
子
の
飽
き
て
厨
に
夜
の
長
さ

石
棺
裂
け
さ
け
て
露
わ
や
無
位
寺

河

田

好

子

虫
の
音
が
聞
き
分
け
ら
れ
ず
針
逐
ぶ

黄
昏
て
秋
の
画
筆
を
置
き
ま
ど
う

輿
石
さ
宮
代

満
月
を
入
れ
て
厨
の
窓
ひ
と
つ

菊
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第 4水曜日
24日

く年末・年始のゴミ収集について 〉
※年末の可燃物収集日は、西条地区、

押原・常永地区とも 12月 29日円
が最終日ですので厳守して下さし、。

なお、不燃物(ガラス類・金属類)

の特別収集を 12月24目的に実施
します。

※年始は 1月 6日iねから平常どおり
収集業務を開始します。

※今月はゴミの量ん一段と多くなる
ことが予想されますので、ゴミの
処理は早目にするよう心がけまし
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